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 理事長  梶 宏

 

この国の労働者に対する年金制度を政府がつくったのは、中国への侵略戦争が長引いた

ため税金を増やしたいが、増税すると国民の不満を呼ぶためそれに代わって、給与生活者

を甘い餌で釣っての、戦費調逹が目的だった。資金は入ってくるが給付は 20 年後だし、

年金制度ができることに異論が出るはずもなかった。  

敗戦後は、貯まった資金を大蔵省の資金運用部で、公共事業に投資され、高度成長をバ

ックアップしたといえる（グリーンピアを作ったりして無駄遣いもしたが）。この時期、政

府は積立方式をとっていると称し、労働組合は、賦課方式に変えて給付額を上げろと主張

していたものだ。   

このままではどうなって行くのか、間もなくこの世におさらばする我が身ではあるが、

心配でならない。先般の参院選投票率は史上 2 番目の低さだった。年寄の身としては、自

分さえ良ければいいと言うのではなく、若い人々とこの国のかたちをどうするのか、話し

合う機会をもちたいと思うのだが。                  

 

 

 

第 98 回 研修会報告 

あなたの年金はどうなる？  

 
年金の仕組みは複雑で、多々改変されて

将来的に先が見えにくい、理解しづらい敬

遠されがちなテーマですが、老後の生活保

障にはなくてはならない大事な課題です。   

まず年金の歴史的経過をたどりながら、今

日の年金の現状やあり方を学び、考える研

修会となりました。  

 

 

 

1. 日本の公的年金制度の  

特異性と成立過程  

①   成り立ち  

わが国の年金制度の始まりは明治期の軍

人と官吏の恩給令として発令され、限られ

た一部の上流階級のためのものだった。            

 1941 年労働者年金保険法により一般労

働者が年金加入し、1944 年に（旧）厚生

年金法ができる。だがこれは、戦争遂行のた

めの戦費調達が目的だった。  

行政と市民の関係を創造する  
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■6 月 15 日（土）13：30～16：30 

■ひと・まち交流館京都  第５会議室  

■講  師  唐鎌直義氏  

     立命館大学産業社会学部  

現代社会学科特任教授  

■参加者：22 名  
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②   国民皆年金計画（1959 年）  

戦後、1953 年  私学共済法に続き、ほぼ

毎年、（新）厚生年金法、市町村職員共済法、

公共企業体職員共済法、国家公務員共済法、

農林漁業団体共済法、そして最後の年金制

度として国民年金法を 1959 年に制定、

1961 年に施行し、すべての国民が「皆年

金」となる。  

③   基礎年金制度への移行（1985 年）  

1974 年、年金ストライキを機に物価ス

ライド制・賃金スライド制を導入し、給付

額を引き上げ。1975 年社会保障制度審議

会の「基本年金構想」では制度の一元化、

１人月 5 万円、夫婦１０万円の基本年金の

支給とし、付加価値税を財源に充てる。  

1985 年「基礎年金制度」へ移行し、翌

1986 年に実施（1961 年から 25 年）し

た。一階部分の統合、専業主婦の年金権の

承認、そして年金支給開始年齢の 65 歳へ

の繰延べが提起され、60 歳定年で 5 年間

は空白期間となることになった。  

④  近年の動向（5 年ごとに年金財政再計

算を行い、改革案を提起する）  

1989年  20歳以上の大学生の強制加入

（親が支払う）、完全物価スライド制に移行。

1994 年には、2001 年から 2013 年に

かけて厚生年金の定額部分の支給開始年齢

の 65 歳への段階的繰延べを実施（女子は

5 年遅れで実施）。可処分所得スライドへ変

更して、ボーナス時に 1％の保険料を徴収

（年金には反映されない）することになっ

た。1999 年には厚生年金の報酬比例部分

の一律 5％カット、2013 年から報酬比例

部分の支給開始年齢を 65 歳に段階的に繰

延べ、可処分所得スライドを凍結（廃止）。

大学生の保険料納入に猶予期間（10 年ま

で）を設定する（追納）など、年金の改悪

が顕著になる。  

2．公的年金制度の現状  

2004 年には、保険料を厚生年金で

18.30％（2017 年）、国民年金で 16,900

円へ段階的に引き上げて固定する「保険料

固定方式」と年金額の給付水準を引き下げ

る  「マクロ経済スライド制」を導入する政

策を提起する。   

この時に「100 年安心」と唱え（坂口厚

労相）、  有限均衡方式への転換と積立金の

確保によって 100 年後に年金保険料収入

の総額と年間年金給付総額と積立金総額が

100 兆円で均衡（一致）するように制度設

計したが、少子高齢化の進捗状況を見通す

ことができず、誤ってしまった。  

・今回の金融庁の老後 2000 万円が必要と

いう報告書は固定化した保険料を再び上げ

るという意思表示と見るべきだ。2004 年

の試算が 15 年で破綻したということだろ

うか。すなわち、2000 万円貯めるか、保

険料上げるかのどちらかだと既成事実化し、

保険料を上げるための地ならしをしている。 

・日本の年金積立金は 170 兆円、単年度

の年金給付は 50 兆円だから、帳簿上 3.4

年分になるが、実際はどれぐらいあるのか

ブラックボックス化され、官僚にしかわか

らない。年金の積立金は GPIF（年金積立金

管理運用独立行政法人）が管理運用し、大

企業の株価を下支えする株価対策として使

われ、運用損が出ても誰も責任を取らない

仕組みになっている。  

・年金は積立方式か賦課方式かはいろいろ

主張があり、両方の組み立てになっている。 

 

結語として、年金は制度の問題ではなく、

政治の問題だ！  政治を変える  →  裁判

よりデモを！  と講師は締めくくられた。  

（田村権一  記）                                              
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ラフなスタイルで登場した講師のお話は、最初に自己紹介から始まった。テレビ制作会社勤務を経て、

教育関連企業に転職、27歳の時に難病にかかり、40歳手前で退職。実家が上京区にあり、その遊休地

を活用して、2002年 4月、デイサービス施設「ひなぎくの丘」を創設。自身の病気体験を糧に、無謀

にも介護の世界に飛び込んだということであった。 

                          

１．開所して 1年目に遭遇した 4例の介護の実際

と経験を通して気づいたこと 

 F さんは男女の識別さえ困難な薄暗いごみの山

の部屋で、一人暮らし、生活保護受給。最初にデイ

サービスを勧めに訪問した時のこと。怒鳴られな

がらも根気よく寄り添うように 2 時間話し込む。

入浴は年単位。「そんなにいうのなら行くわ」で始

まった。その人の来し方や生活にしっかりとかか

わることで強い信頼関係が生まれることに気づく。

認知症が進行した F さんを施設に見舞いに行った

帰り際に「気ィつけて帰りや」と。講師はにこっと

笑顔。 

２．このような経験から、介護に関して素人では

あったが、様々な気づきがあった 

外から見ていたことが中に入ると実際は違うと

いうこと。様々な立場の方の意見やアイディアを

総動員して対応することで事態が変遷するという

こと。一旦法律を忘れて最善を考える事による気

づき、等々。 

３．2009年「ささえ愛の会」の結成宣言 

上京区内の通所介護・小規模多機能事業所等の

事業者の有志が集まり会を立ち上げた。会の願い

は①地域の皆さんの困りごとや悩みの相談窓口と

してお役に立つこと⓶福祉や介護の専門職が集ま

る会として地域に役立つ活動をすること③地域の

みなさんと供に街づくりに取り組むことの 3つと

し、これを宣言した。最初 14 の事業所が今では

36事業所に。京都市内の他の行政区にはなく、全

国的にも珍しい活動として高く評価されている。

認知症を地域に理解してもらいたいという願いで

スタートし、今では多くの事業を展開している。 

4. 活動と 10年間の歩み 

昨年 4月にオリジナルのノボリを製作し、各事

業所に掲げよろず相談を開始した。ちょっとした

悩みや不安を自宅周辺で聴いてもらえると評判。

オレンジカフエ上京の運営、事業所の垣根を超え

た職員研修、きれいなホームページ。ロゴマーク

を各事業所の送迎車に掲示するなど活動の見える

化、年度ごとの報告書の作成等事務局体制をつく

り取り組んでいる。 

５．長く続くその要因は？ 小規模の事業所のよ

さを発揮 

会がみんなで面白く長く続けられている理由は、

会費はとらない、緩やかなルールで運営している

ことにある。ささえ愛の会宣言（理念）のもと、事

業所間の連携もよく、地元を愛する熱い人間の存

在があること、利用者や民生委員など地域の声を

よく聞き、パンフレットやホームページが広く地

元の横のつながりに役立っていることなどがあげ

られる。講師自身は会の発起に携わったが、あく

までも黒子の存在と謙遜されているが、地元に根

を張り、時代を見つめ、やんわりとみんなを包み

込む大きな存在とお見受けした。 

「介護報酬など厳しい運営の話はさておき」と

深く話されず脇に置かれたままであった。  

（中川慶子 記） 

                

上京区におけるデイサービス事業と 

ネットワーク「ささえ愛の会」 

■日 時：7 月 20 日（土）13：30～16：30 

■会 場：ひと・まち交流館京都 第 5 会議室 

■講 師：本浪 尚氏（有）デイジー・ヒル取締役社長  

デイサービス・ホームヘルプ「ひなぎくの丘」経営 

■参加者：20名 
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O-ネットとの出会い 

O-ネットについては、以前からその名称に介護

保険がついているし、市民オンブズマンという言

葉からも、私たちの組織との関連性を感じていま

した。ちょっと気になって O-ネットの HP を見

ると、その歩みとして「介護の社会化を進める 1

万人市民委員会・関西」の運営委員 3人を中心に

立ち上げたというくだりが、どこかで聞いたよう

な・・ということで勝手に親しみを感じつつ、O-

ネットのフェイスブックをフォローして、時々に

その情報を拝見していました。 

フェイスブックで 6月 30日に第 58回のO-

ネットセミナーが開催されること、そのテーマが

「認知症とともに生きる人たちの人生を支える」

であることを知り、家族に認知症高齢者がいる私

は興味があったので参加することにし

ました。ついで！にO-ネットについて

も情報を収集してこようという狙いも

ありました。このセミナーは14:30か

らでしたが 13:00 から O-ネットの

定期総会があり、それに引き続く市

民向けセミナーというあたりもなじ

み深い感じでした。 

 

重度認知症の人は、意思のない「物」か？ 

 セミナー講師はいまいせ心療センター副院長の

水野裕さん。認知症ケアの理念「パーソン・セン

タード・ケア」の第一人者であり、実践のための

教育資格を日本人で初めて取得されたとのことで

す。重度、進行した認知症になったら「自分の人

生を生きる」資格はないのか？ “今”の本人の

世界を先入観なしで見つめ、とらえ、支えること

が、家族や介護者に求められるのではないか？ 

という問いかけは心に響きました。「事実と異な

る」「合理的でない」で本人の世界を否定しない、

認知症になってからのその人の希望を尊重するこ

との大切さ。父を「認知症を患った病人」ではな

く「認知症とともに生きる人」と見ることで、私

自身の父への接し方も変わるのではないかと感じ

たのは新鮮でした。「パーソン・センタード・ケ

ア」についての著書も出版されているとのことな

ので読んでみたいと思いました。 

 

O-ネットの市民オンブズマン活動 

 セミナー会場の入り口には O-ネットが発行さ

れた資料が販売されていました。O-ネットでは、

研修（オンブズマン養成講座）を受けた市民が 2

人 1 組となって担当施設を月 2 回訪問。対象は

受け入れ契約をした大阪府下の高齢者施設（主に

特養）約 40カ所。入居利用者の話し相手になり

ながら出てきた要望を代弁したり、介護現場の観

察を通して気づきがあれば施設に伝える活動をさ

れています。2011年度からは対応した事例の分

類や課題の明確化を図るために「事例分析

集」をまとめているそうですが、

その 2017 年度版を購入し、拝

見しました。2017 年 4 月から

2018年3月までの施設訪問回数

が計 942 回、面接利用者数が

6135 人、活動オンブズマン数が

78人前後（月により増減）という規

模にも驚きましたが、その中でオンブ

ズマンが施設に伝えた事例 367 件を

内容によって 16種類に分類し、またそれぞれが

改善したかどうかを分析し、その改善率を経年比

較されている内容の濃さにも感心しました。 

HP での三木秀夫代表理事のメッセージには、

「このような活動を通じて介護保険がめざす『市

民参加』のコンセプトを社会にもっと根付かせ、

介護保険を真に利用者のための制度として機能さ

せていくことが O-ネットのミッション」とあり

ます。O-ネットが相談活動、私たちは第三者評価

ということで活動形態は異なりますが、めざす方

向性は共通するものがあり、今後もその活動に注

目していきたいと思いました。 

（冬木美智子 記）

 

「介護保険市民オンブズマン機構大阪（○
おー

-ネット）」のセミナー参加報告 
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記念講演：「早川一光の『こんなはずじゃなかった』 

講 師 ：早川 さくら氏（フリーライター） 
2016年㋀14日～2018年 5月 31日、京都新聞に「こ

んなはずじゃなかった」を連載。同年 11月、日本医学ジ

ャーナリスト協会賞、2019 年 3 月 26 日阪田記念ジャ

ーナリズム賞を受賞。共著で「おとしよりにやさしい京
都観光（ユニオン）「京都さぽーとナビ」（京都新聞社）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1 0 0 回 

研 修 会 

案 内 

「介護と家族」 

 

 

今年もやります！第 4回だまってたらあかん！シンポジウム開催決定！ 

 

 

日 時：9月 8日（日）10：00～16：30 

会 場：京都市社会福祉会館（二条城北） 

内 容：岩波新書『総介護社会』の著者 小竹雅子氏の記念講演、パロディ寸劇「50年後 

    の『三人姉妹』、グループ討論、車座トークなど。終了後は交流懇親会を予定。

参加費、申込先は同封のチラシをご覧ください。 

マイケアプラン研究会創立 20周年記念公開企画 

  介護保険 20年！ 

当事者が語る「介護保険のええとこ！ 不安なとこ！」 

主 催：よりよい介護をつくる市民ネットワーク       

日 時：10月 27日（日） 13：30～16：00 

会 場：ひと・まち交流館京都 ２階 大会議室（定員 300名） 

コーデイネーター：岡崎祐司氏（佛教大学教授） 

パネリストは全員当事者・・高齢女性、家族介護者、若年認知症、障がい者・・

者・・・sh・・ 

日 時：9月 28日（土） 13：30～16：30 

場 所：ひと・まち交流館京都 3階 第５会議室 

講 師：団 士郎氏 （元立命館大学応用人間科学研究科 教授，現客員教授） 

       同志社大学を卒業後、京都府児童相談所、京都府精神薄弱者更生相談所（現知 

的障害者更生相談所）を経て 1998年に独立。『仕事場D･A･N』を主宰。 

日本全国で対人援助に関わる人々のために家族療法の研究会や講演会を行う。 

【主な著書】 『対人援助職のための家族理解入門』中央法規 2013年、 

『家族力×相談力』文春新書 2008年  『家族の練習問題～木陰の物語～』 

（1）～(7）ホンブロック 2006年～、 ほか多数。 

参加費：会員 ３00円  一般 500円 

「介護と家族」という身近で大きな問題を

前半はレクチャー、後半はワークショップ

で行います。著書の販売もあります。 

研修担当の中川慶子副理事長からのメッセージです。「毎月、こつこ

つと研修会を積み重ね今回で 100回になります。100回を記念して団

先生にご登場をお願いいたしました。これまでお世話になった諸先生

方や皆様に感謝申し上げます。私は第 13回からかかわっています。」 

100回！ 

友好団体イベント案内 

祝 
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病院や介護施設にお世話になるつもりはあ

りません。それは父親のことでどちらも嫌う

ようになったからです。若い先生の経験を積

む必要があるのは分かります。でも、急いで

しなくてもいい手術をし、しかもその手術が

失敗におわり、父は寝たきり状態で帰されま

した。家で老々介護が始まりました。一人っ

子の私は京都から大阪へ三日にあげず通って

いました。ある日、父親が言いました。「この

ままじゃ、お母ちゃんが倒れる」「何とかなら

んやろか？」と。翌朝、市役所に私は相談に行

きました。担当の方のご尽力で四か月後、遠

いですが高槻の病院に入ることができました。 

あとは３か月おきに老健を転々としました。

ある日、5 か所目の老健から電話があり、病

院に緊急入院してもらいましたとのこと。母

親と病院に駆け付けたら、病院側の言うのに

は、延命処置の同意書にサインをしてくれと

のこと。「延命処置は致しません」と私と母が

いうと看護師長やら医師やらが次々とやって

きて説得にあたろうとします。皆さん同じく

「それなら、病院では預かれません」「出てい

って下さい」と言われました。家族でいつも

話し合っていたため、言い争いには負けずに

済みました。父親はわがままで病院や老健の

食事をあまり口にしませんでした。だから、

外出許可を取って、外食によく出かけました。

亡くなる 3日前も外食。カツオのたたき定食

をおいしそうにぺろりと全部食べ、熱いお茶

をすすりながら満足そうな顔をしていたのを

今でもよく覚えています。2009年のことで

した。一緒に住んでいなくても、十分お世話

ができ安心してもらえたと私は思っています。

家族しか「幸せな」気分をあじわわせてあげ

られないんだと思いました。 

息子が二人います。長男は長崎、次男は金

沢。ある日、大阪の元妻が胃痛で病院に行く

のでついて来てほしいと細々とした声で私に

電話。診察を待っているとき、元妻が息子た

ちのことを「一緒に暮らしていなくても、や

さしく温かい言葉をもらうだけで、安心でき

幸せな気持ちになった」と話していました。 

（ 「辛
つら

い」という字に「一」ちょっと足す

だけで「幸せ」になれる ） 

私は「幸せないい人生をおくるためには、

いい仕事をすることだ」と信じています。最

後の仕事として、私にはやりたいことがあり

ます。それは『高齢者による高齢者のための

大学』を創ることです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

会員リレーえっせぃ㊷ 
会員 小中 敬三 

編
集
後
記 

先
般
の
早
川
先
生
の
お
話
の
よ
う
に
「
こ
ん
な

は
ず
じ
ゃ
な
か
っ
た
」
と
思
う
こ
と
は
、
日
常
生
活

の
中
で
し
ば
し
ば
起
こ
り
ま
す
が
、
こ
の
前
の
参

議
院
選
挙
の
結
果
は
ど
う
で
し
た
か
？ 

れ
い
わ
新
選
組
の
重
度
の
障
が
い
を
も
つ
二
人

が
当
選
し
た
こ
と
は
、
生
産
性
云
々
で
物
議
を
か

も
し
た
現
政
権
へ
の
強
烈
な
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ン
チ

で
す
。 

参
議
院
運
営
委
員
会
は
「
100
％円
滑

に
議
員
活

動
が
で
き
る
よ
う
配
慮
し
て
い
く
」
こ
と
を
い
ち

早
く
決
議
し
ま
し
た
。 

3
年
前
に
施
行
さ
れ
た
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」

で
は
、
障
害
の
あ
る
方
へ
の
「
合
理
的
配
慮
」
の
提

供
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
機
に
広
ま

っ
て
行
く
と
い
い
で
す
ね
。 

梅
雨
が
明
け
た
ら
「
こ
ん
な
は
ず
じ
ゃ
な
か
っ

た
」
と
い
う
ほ
ど
の
厳
し
い
暑
さ
！
み
な
さ
ま
小

ま
め
な
水
分
補
給
を
お
忘
れ
な
く
。（
正
） 

幸 せ に な る 方 法 

会
員
の
ひ
ろ
ば 

原
稿
募
集 

面
白
い
こ
と
、
た
め
に
な
る
こ
と
、
こ
ん
な
こ
と

し
て
い
ま
す
、
始
め
ま
し
た
、
展
覧
会
し
ま
す
、
お

店
出
し
ま
す
、
映
画
の
話
し
、
本
の
話
し
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
募
集
な
ど
な
ど
、
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

口
頭
等
で
情
報
を
お
寄
せ
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。 
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